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「昔の遊び体験」をしました！（１年生）

１０月２９日（火）、福寿会の皆様にたくさんお越しいただいて、１年生が「昔の遊び体験」をさ

せていただきました。あやとりやけん玉、メンコ、輪投げ、竹馬、竹とんぼなどを優しく丁寧に教え

ていただきました。これらの遊びは１年生にとっては「未知の遊び」という子も多いです。苦戦しな

がらも楽しそうに取り組んでいました。こういう機会はとてもありがたいです。

お越しいただいた皆様、ありがとうございました。

「おでかけピアサポート」

１０月２９日（火）、毎年恒例の「おでかけピアサポート」で正和中学校の１年生の生徒が来てく

れました。（大部分は久米小の卒業生です）「ピアサポート」には「仲間で支え合う」という意味が

あります。学年は違いますが同じ正和中学校区の仲間として、中学生が各クラスに入って子どもたち

をサポートしてくれました。最初は照れくさそうにしていた中学生もすぐになれて、小学生に寄り添

ってくれました。小学生もお兄さんお姉さんに甘えていました。みんないい笑顔で楽しそうでした。

こういう機会があると、校種を超えた交流の大切さを感じます。次回は１１月２９日（金）の予定で

す。



機動隊による出前授業

１１月１日（金）、三重県警察の機動隊の方をお招きして、出前授業をしていただきました。そも

そも「機動隊って何？」という子どもも多いことから、事前に少し説明をおこない、質問も事前に聞

いておいて当日を迎えました。２限目が１～３年生、３限目が４～６年生と２グループに分けて授業

をしていただきました。「普段どんなことをしてるのか」というお話や、能登半島地震が起こったと

きに現地で人命救助作業に従事した際のお話などをしていただきました。また、事前に要救助者とし

て立候補した子どもを搬送する様子も実演していただきました。子どもたちは興味津々で機動隊の方

たちのお話を聞いていました。普段あまり接点のない方からお話を聞くことはとても貴重な体験だと

思います。災害に対する思いを新たにすることができたと思います。

避難訓練をしました！

１１月５日（火）、予告なしの避難訓練を２限目の休み時間に行いました。休み時間ですから子ど

もたちの居場所は運動場だったり、教室だったりと様々です。大きな地震が起こったという想定で、

放送を流しました。「命を守る行動」をとったあと、各自運動場へ避難しました。先日の機動隊のお

話の中で能登半島地震について触れられましたが、多くの子どもたちが「地震の怖さ」について感想

に書いていました。そのせいか、避難する際や避難後に教員からの話を聞くときの態度が素晴らしか

ったです。避難開始から運動場に避難し、全員の安否確認が取れるまでにかかった時間は３分４６秒。

この時間が早いか遅いかではなく、大事なことは「全員が無事に避難すること」です。発災時に最善

の「命を守る行動」をとり、冷静に「必要な情報」を見極め、「安全に避難」することがとても重要

です。避難訓練の成果が発揮されるような場面が起こらないことが一番ですが、もしもの時に「自分

の命を自分で守る」ために必要な行動がとれる子どもたちであってほしいと思います。


